
貳

携
協
力
協
定
を
締
結
し
た
。

　
高
梁
学
園
の
加
計
美
也
子

理
事
長
は
「
今
ま
で
以
上
に

高
梁
学
園
・
国
際
貢
献
大

連
携
協
力
協
定
を
締
結

　
吉
備
国
際
大
学
な
ど
を
経

営
す
る
高
梁
学
園
（
高
梁
市
）

と
、
公
設
国
際
貢
献
大
学
校

　
（
新
見
市
）
は
、
両
校
の
敦

員
が
相
互
に
出
張
講
談
し
た

り
、
国
際
貢
献
大
学
校
が
高

梁
学
園
の
学
生
を
実
習
生
と

し
て
受
け
入
れ
た
り
す
る
連

一一-一一一一一

子理事長(左から２人目)、国際貢献大学校の
的野秀利理事長(同３人目)ら＝岡山市内で∧

世
界
に
貢
献
で
き
る
人
材
の

輩
出
に
力
を
入
れ
た
い
」
と

話
し
、
国
際
貢
献
大
学
校
の

的
野
秀
利
理
事
長
は
「
大
学

校
の
実
践
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

提
供
な
ど
、
協
力
し
合
っ
て

国
際
貢
献
で
き
る
即
戦
力
を

育
み
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　
両
校
は
、
イ
ラ
ク
の
子
ど

も
ら
に
支
援
物
資
を
送
る
活

動
な
ど
で
協
力
し
て
き
た
。

協
定
締
結
で
一
層
の
連
携
を

進
め
、
県
の
国
際
貢
献
促
進

に
寄
与
し
た
い
と
し
て
い

る
。
‥
づ

海
外
の
国
際
協
力

助
成
の
学
生
募
る

　
短
九
・
大
学
・
大
学
院
対
象

　
県
は
、
海
外
で
の
国
際
協

｜

日
の
事
前
研
修
、
1
0
月
下
旬

の
報
告
会
に
参
加
で
き
る
こ

と
が
条
件
。

　
５
月
1
5
日
（
必
着
）
ま
で

に
、
所
定
の
申
込
書
に
記
入

し
、
小
論
文
（
１
２
０
０
字

以
内
）
な
ど
を
〒
７
０
０
・

８
５
７
０
　
岡
山
市
内
山
下

２
の
４
の
６
　
県
国
際
諜

へ
、
持
参
か
郵
送
で
提
出
す

る
。
書
類
審
査
の
う
え
、
同

2
4
日
に
同
市
奉
還
町
２
丁

目
、
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ

ー
で
面
接
が
あ
る
。
問
い
合

わ
せ
は
間
諜
（
０
８
６
・
２

２
６
゛
７
２
８
４
）
へ
ｏ
　
。

に
県
の
助
成
を
希
望
す
る
学

生
を
募
集
し
て
い
る
。
0
3
年

か
ら
姶
め
た
「
大
学
生
国
際

貢
献
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

事
業
で
、
海
外
体
験
の
経
費

の
う
ち
半
額
以
内
（
限
度
額

2
0
万
円
）
を
助
成
す
る
。

　
募
集
す
る
の
は
、
県
内
の

短
大
、
大
学
、
大
学
院
に
在

籍
中
で
、
海
外
で
の
活
動
時

に
2
0
歳
以
上
の
学
生
７
人
。

国
際
協
力
、
国
際
貢
献
に
つ

い
て
研
究
や
活
動
の
経
験
が

あ
る
か
、
今
後
予
定
し
て
お

り
、
５
月
2
8
日
と
６
月
2
4
2
5
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